









131 号，2015 年），「女がみた男の世界：富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 2」（『現代と文化』第
133 号，2016 年），「天狗のきもち，獅子のきもち：富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 3」（『現代
と文化』第 135 号，2017 年），「祭りのおわり：富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 4」（『現代と文
化』第 137 号，2018 年）の続編である．2015 年のエッセイでは「天狗をつくる」という C 村の
表現を手がかりに獅子舞を含む村の行事へのコミットが自明視されていたことに，2016 年のエッ
セイでは青年団という組織の限界に，2017 年のエッセイでは獅子舞の学習過程におけるあいま





　2018 年 8 月 4 日土曜日に C 村の納涼祭が行われた．6 年間休止されていた納涼祭が復活した




刻の 16 時には自治会長による開始の言葉が述べられた．酷暑と言われた夏で，その日も 35℃を
超える猛暑日であったが，会場には多くの人が詰めかけ，終始和やかな空気が満ちていた．
　筆者は 2013 年度より，筆者が生まれた富山県高岡市 C 村の獅子舞の調査を行ってきた1）．
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　その続編であるエッセイ「女がみた男の世界―富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 2」では3），「青
年団」という組織が暴力や酒，下品な話題といった「男の世界」と表裏一体であること，またそ
の「男の世界」に馴染めない男たちを遠ざける結果につながっていることを記した．さらに続編










　きたる 2019 年 4 月の祭礼の日，神社で獅子舞のお囃子の録音が流されるという．2018 年 6 月
31 日，そのためのレコーディングが行われた．C 村にある神社の氏子たちは，毎年，春と秋，2
度の祭礼で神社に年貢米を納める．春の祭礼は毎年，4 月の第 2 土曜・日曜と決まっているが，




























　しかし，その 1170 という数字には休止中の 318 団体も含まれている9）．つまり，2005 年には
現行として確認される獅子舞団体が 852 団体ということであり，1978 年の 1199 団体からは 347
団体も減っているのである．










































の獅子舞団体が共演する「高岡獅子舞大競演会」は 2018 年で第 43 回を迎えており12），C 村は第







　2015 年 5 月には「高岡市合併十周年記念」として，高岡市の映画制作会社「タカオカンドリー
ム社」が映画「獅子舞ボーイズ」を公開．富山県内の公立施設等で公開されたほか，横浜の映画
館シネマ・ノヴェチントで開催された「ご当地映画祭」にも参加した．高岡市で予定されていた
全 19 回の上映会では 2,000 人近くの来場者があり，追加上映会も行われた．また，2014 年から
2016 年にかけては高岡ケーブルネットワーク株式会社が「教えて！獅子舞テレビ」という番組
を放送し，高岡市内の 40 団体の獅子舞を紹介している．
　こうした行政や企業の取り組みに影響を受け，2015 年 3 月に高岡市の 13 団体が初めて意見交








たという（呼び掛け人は高岡市会議員の横田誠二氏）13）．意見交換会に参加した C 村の U 氏によ
れば，具体的には現在開催されている競演会をより盛大にすること，そのことによって観光客の
呼び込みをはかることが目指されていたという．























回のみだったという．2018 年度は 2018 年 9 月 15 日の 1 度のみの開催である（2018 年 10 月 25
日現在）．また，ひみ獅子舞ミュージアム以外に氷見市において獅子舞に関する取り組みはみら





である．先にも 1978 年の調査で氷見市に 150 団体の獅子舞が確認されるというデータをあげ
た17）．しかし，1983 年の調査では 138 団体となり18），2001 年の氷見市商工観光課の調査では 128




わせて 100 件（うち未定 1 件を含む），2017 年は 94 件となっている．そして 2018 年は 70 件で
ある．【表 2】はこれらのデータをグラフにまとめたものである．
【表 2：氷見市における獅子舞数の推移】






















ター」と「ビジネスサポーター」の募集を行っている．「ピュアサポーター」は 1 口 1,000 円か






して「獅子魂 TV」という企画を開始した．富山テレビ放送で各町村の獅子舞を紹介する 10 分
の番組を放映するのである（テレビ放送の後には YouTube での視聴も可）．番組には団員の紹
介や，団長および地区会長らのインタビューもある．これまでに 40 団体が紹介された（2018 年
10 月 25 日現在）．
　獅子魂へのインタビューによれば，獅子魂は「現在獅子魂では，獅子舞文化情報の発信，収







いるのかと言えばそれはわからない．C 村も 2015 年から行われている 13 団体による意見交換会
には参加している（と言っても，C 村はそのときすでに休止が決定しており，それを前提にして
の参加だった）．2015 年には「獅子頭総覧」へ出展し，先述の「教えて！獅子舞テレビ」にも出

























じ ん ち ょ う
二町の獅子舞である．筆者が調査対象と





































　青年団を引退してからも OB の主力としてさいごまで関わり続けた O 氏は，休止の決断につ
いて以下のように述べた（2018 年 8 月 4 日インタビュー）．












　また現在も青年団の代表である U 氏は，現在も「復活できたらいい」と思っている（2018 年
9 月 8 日インタビュー）．しかし，「祭りをやってくれる子がおるかおらんか，そっからやな」と
悲観的でもある．U 氏いわく，C 村のある小学校の校区の小学生はここ 25 年で約 3 分の 1 に
なっているという．C 村にしても，核家族化がすすみ，子どもの数が激減しているのである．20














































　筆者はこの秋，富山県内のいくつかの獅子舞をみに出かけた．9 月 16 日は氷見市の「間島」
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と「中村」，9 月 22 日は黒部市の「沓掛」，9 月 30 日は氷見市の「余川」（北側と南側 2 団体），







【写真 2：黒部市沓掛の獅子舞（2018 年 9 月 22 日撮影）】
【写真 3：氷見市余川の獅子舞（2018 年 9 月 30 日撮影）】
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